
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 24 年 5 月 17 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

 
本研究の目的は,演奏指導力を構成する諸能力の構造とその熟達プロセスについての分

析に基づき，音楽科教員養成における演奏指導力養成カリキュラム開発のための基礎的知
見を得ることにある。指導場面等の分析の結果，経験年数が比較的短い指導者を特徴付け
る要素は「正確な演奏の追求」であることが明らかとなった。これに対し経験年数の長い
指導者は，楽曲構造についての演奏者の全体的理解を促進し，それに基づく自発的・積極
的表現姿勢を引き出すことを重視していた。 
 

研究成果の概要（英文）： 
 
The aim of this research was to get fundamental knowledge for developing the 
curriculum to train musical instruction ability in teacher training course through 
analysis of the structure of abilities for musical instruction and the process of 
mastering them. As the result of the analysis of some sessions of musical instruction, 
comparatively inexperienced instructors tended to emphasize precise performance, 
while experienced instructors emphasized performers’ comprehension of a piece and 
tried to nurture their self-motivation and enthusiasm to express their understanding 
musically. 
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１．研究開始当初の背景 

 

他者の演奏を診断し，そこから解決すべき

課題を発見し，適切な指導方法を選択するこ
とは，音楽科教員を含む全ての音楽指導者に
とって最も重要な能力である。 
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しかしながら現在の音楽科教員養成カリキ
ュラムにおける音楽能力育成は，ピアノや声
楽を中心とする実技学習とソルフェージュ
などによる記譜･読譜トレーニングが中心で
あり，他者の演奏診断や演奏指導について学
習する機会は少ない。演奏指導の基礎となる
問題発見（error detection）の能力は，他の
音楽的能力や音楽理論の学習とは独立して
発達することが先行研究から示唆されてお
り（Brand & Burnsed 1981; Crowe 1996; 

Van Oyen & Nierman 1998），演奏実技を中
心とする現在の大学での学習だけで演奏指
導力を高めていくことには限界がある。実際，
教育実習に赴いた学生が，大学で専門的な声
楽のレッスンを受講しているにもかかわら
ず，中学生の合唱を前にして，何をどのよう
に指導してよいかわからずに戸惑ってしま
う光景は決して珍しいことではない。演奏指
導力の獲得は，教育現場に出てからの実践経
験に依存しているのが実情である。 

音楽教育の現場において要求される演奏指
導力を準備するためのより効果的なカリキ
ュラムの構築のために，まず演奏指導力の構
造とその熟達プロセスについての基礎的な
知見を得る必要がある。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は,演奏指導力を構成する諸
能力の構造とその熟達プロセスについての
分析に基づき，音楽科教員養成における演奏
指導力養成カリキュラム開発のための基礎
的知見を得ることにある。 

具体的な課題は次の２点を明らかにする
ことであった。 

 

①演奏指導の基礎となる演奏診断力の構造
と熟達プロセス。 

②熟練指導者による効果的な演奏指導方法
の特徴。 

 

３．研究の方法 

 
 研究方法は以下の通りである。 
 
１．演奏中の問題発見についての調査 
①中学生または高校生による吹奏楽合奏ま
たは合唱の演奏場面を，前方から VTRに録画
する。 
②録画された VTRを，学生，経験の浅い教員，
熟練教員，専門的音楽家に試聴させ，指導者
の視点から修正すべき問題点について自由
に発話させ，その内容を録音する。 
③録音された発話の量および内容と音楽指
導経験との関係について分析する。 
 
２．演奏指導の方法についての調査 

①次の演奏指導場面について VTRに録画する。 
教員養成大学音楽科教員によるピアノお

よび声楽のレッスン。 
熟練指導者による中・高等学校吹奏楽部ま

たは合唱部の合奏・合唱指導。 
②VTRに録画された演奏指導場面を次の観点
から分析する。 
指導者が何についてどのような方法で指

導を行っているか。 
修正の対象となる問題と選択される指導

方法の間に関連はあるか。 
③指導者に対し PAC分析およびその結果に基
づくインタビューを実施し，指導の背後にあ
る指導者の音楽観や指導観の特徴と指導方
法との関連について分析する。 
 
４．研究成果 
 
次の表は，4 名の吹奏楽指導者が指導中に

どのような内容についての指導を行なって
いたかについてその頻度を示したものであ
る。 

 

4 名の指導者の合奏指導内容を比較すると
経験年数の短い指導者 A，B，Dの合奏練習で
は，テンポ・リズム及び音程の正確さについ
て取り上げる場面が全体の約 50～60％を占
めているのに対し，熟練指導者 Eの指導では，
＜音色・音質・アーティキュレーション＞と
＜グルーピング・フレージング・構成＞につ
いての指導が中心で，さらに１つの指導枠の
中で複数の課題について関連づけながら指
導することが多かった。この結果は経験の浅
い指導者ほど個々の音の音程やリズムの正
確さに執着するのに対し，熟練した指導者ほ
どアーティキュレーションや全体的なサウ
ンドに時間をかけ，複数の表層的な課題を関
連づけて複合的に指導する傾向にあるとす
る先行研究の結果とも一致している。 
演奏修正の方向性を示す「指示」「モデリ

ング」「理論的説明」「メタファー」の 4つの
指導方法について比較してみると，指導者
A・B・D の場合，修正する対象とその方向性
を直接言語的に伝える「指示」が中心となっ
ている。これに対し，指導者 Eはそれ以外の
方法，特に「モデリング」と「理論的説明」
の割合が非常に高い。 

表６：各指導者の合奏中の指導内容に関するカテゴリー分析結果 
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A 6% 37% 13% 0% 3% 14% 3% 8% 12% 8% 141 

B 26% 48% 0% 9% 35% 39% 0% 13% 17% 0% 25 

C 3% 50% 11% 3% 11% 8% 5% 0% 3% 16% 83 

D 48% 15% 0% 13% 2% 40% 8% 42% 2% 4% 59 

 



 

 

演奏診断，合奏指導分析，PAC 分析を通じ
て，経験年数が比較的短い指導者を特徴付け
る要素として浮かび上がったのは「正確な演
奏の追求」であった。彼らは演奏診断におい
て，リズムや音程などの個々の音の不正確さ
を中心に指摘する傾向にあり，また合奏では，
個々のリズムや音程の修正を目的として短
いパッセージの繰り返し練習に重点を置い
ている。 
これに対し経験年数の長い指導者は，楽曲

構造についての総合的な音楽理解，つまり各
部分の分節点や変化と対比の関係，緊張感の
推移などについての演奏者の全体的理解を
促進し，それに基づく自発的・積極的表現姿
勢を引き出すことを重視している。 
また経験の浅い指導者の指導場面では，＜

指示＞が指導方法の中心となっていた。これ
は合奏指導における彼らの主要な関心が
個々の音の「正確さ」に向けられているため
に，演奏を判定し修正方向を伝達することが
指導者の役割の中心課題となりやすいため
だと考えられる。これに対し熟練し指導者の
場合には個々の音の正確さをターゲットと
する指導は少なく，＜モデリング＞＜理論的
説明＞＜メタファー＞＜質問＞など多様な
方法で演奏者の楽曲理解をはかり，そこから
演奏者自身の主体的な音楽表現を引き出す
ことが意図されていた。Tait（1992）は，「自
分の役割を教えることに限定する教師は，単
なる情報の伝達者，スキルの訓練者になり，
その指導方法は限定され，柔軟さを欠く」の
に対し，「自分の役割を進行役（facilitator）
と考えている教師は，個々の生徒の成長に資
する環境を整え，その教え方は幅広く多様で
ある」と述べている。この伝達者・判定者と
しての役割からファシリテーターとしての
役割への指導者観の転換は，熟達化を特徴づ
ける重要な要因として今後注目すべきであ
ると考える。 
またフルート・声楽・ピアノ・吹奏楽の熟

練指導者の特に音楽表現に関する指導場面
の分析からは，指導者によって指導の中で中
心的にフォーカスされる表現コンポーネン
ト，すなわち表現形成の根拠となる手がかり
の選択に偏りがあり，そのことが指導者の指
導スタイルと関連していること，また生徒側
への表現に関する責任移譲の程度と指導ス
タイルにもまた関連性がみられることが浮
かび上がってきた。 
具体的に言えば，指導の中で演奏を通して

喜びや悲しみなどの特定の感情イメージを
聴手に対して与えることを意図する感情コ
ンポーネント，あるいは人間やそれ以外の事
物の運動との関連性によって演奏をコント
ロールすることを意図する運動コンポーネ
ントにフォーカスしている指導者は，「適切
な」あるいは「正しい」知識や技能を習得さ

せることを重視していた。これらの指導者は，
単純な指示・評価または近似値型隠喩的指導，
すなわち「名状しがたい性質を持つ」声や音
や身振りに対し，指導者が近似値的に接近を
試み，語ることによってその意味を自らにも
知らせながら，生徒側の了解を可能にするよ
うな隠喩的言語を用いて指導を行うことが
多かった。これに対し，聴手に対し音楽的な
構造を明示することを意図する生成規則コ
ンポーネントにフォーカスする指導者は，生
徒自身の楽曲理解に基づく主体的な表現を
重視していた。これらの指導者の指導場面で
は，あえて別種の言葉かけによって生徒の中
に認知的不協和を引き起こし，生徒の主体的
な探究活動を喚起しようとする想像型隠喩
的指導が比較的多い傾向が見られた。 
先行研究から，合奏指揮者を含む大学時代

の実技指導者の教授スタイルは，卒業後に生
徒自身が教師になったときの教授スタイル
に強い影響を与えていることがわかってい
る。例えば，学生時代のレッスンにおいてほ
とんど表現について自律的な選択の機会を
与えられず，音楽的な表現は他者から与えら
れるものとして学習してきた学生と，わずか
でも選択の機会を与えられ，音楽的な表現を
自ら選び取っていくものとして学習した学
生では，その後の演奏者としてのあるいは音
楽教育者としての考え方に大きな違いが現
れてくることは十分に考えられる。 
平成 22 年学習指導要領における音楽科改

訂の趣旨では，「思いや意図をもって」表現
することや「音や音楽を知覚し，そのよさや
特質を感じ取り，思考・判断する力」の育成
が求められており，児童・生徒の自立した音
楽的表現や主体的な音楽的な意志決定がこ
れまで以上に強調されている。しかし実際に
小学校や中学校で行われている授業では，子
どもが強弱や速度をやみくもに変化させる
だけの学習や運指の習得だけに焦点化した
器楽演奏，あるいは歌詞解釈だけを生徒に行
わせ，具体的な演奏表現については教師の指
示に従わせるのみの合唱が行われているこ
とも多い。こうした授業の背景に演奏表現指
導に関する教師の偏った考え方があり，さら
に教師の音楽観や指導観に大学時代の実技
学習経験が影響を与えているのであれば，こ
れは音楽科教員養成を担う大学が検討すべ
き重要な課題であるといえる。 
今回の研究からは，各指導者の演奏診断や

合奏指導の様式が，楽曲に対するアプローチ
の方向性や指導者としての役割認識と深く
関連していることが示唆された。実技を含む
大学での学びの中で，演奏する楽曲の理解や
習得の方法についてどのような指導が行わ
れ，教員を目指す学生たちがそれをどのよう
に受け止めているか，またそのことが教育実
習などにおける彼ら自身の演奏指導スタイ



 

 

ルとどのように関係しているかについて調
査する必要がある。 
今後，小・中・高等学校で行われている表

現の工夫の授業についても調査を行い，教師
の音楽観と授業スタイルとの関連について
分析していくとともに，基礎的な研究の蓄積
の上に，大学における演奏指導力開発のため
の実践的なプログラムの構築も視野に入れ
る必要があると考える。 
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